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 内閣府では、就職・採用活動の円滑な実施及び若者の安定的な雇用に資することを目的として、就職・採用活動に関する学生の意
識・行動等の実態について調査を実施。
（2020年度調査の有効回答数は7,322名（大学4年生：5,643名、大学院2年生：1,679名））

 2020年度の就職活動時期が、昨年度と同じ時期（広報活動3月、採用選考活動6月）に設定されたことについては、約6割の学生が
「昨年の就職活動の情報を参考にすることができた」、約５割の学生が「予定をたてやすく準備・行動ができた」といった点にメリットを感
じている一方で、「選考活動を早期に開始する企業があり混乱した」との回答も同程度存在。また、約７割の学生が新型コロナウイルス
感染症の影響により、「見込んでいた時期よりも就職・採用活動の実施時期を遅くする企業があり混乱した」と回答。

 就活ルール（広報活動3月、採用選考活動6月）について、「ルールは必要」との回答が約7割、特に、「ルールは必要であり、現在の
開始時期がよい」との回答が約４割と最も高い。

就職・採用活動時期に関する認識
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きた

どの時期にどのような就職活動をするか予定をたてやすく準

備・行動ができた

就職活動期間が比較的短期間で済んだ

大学の試験に落ち着いて取り組むことができた

卒業論文（研究）・修士論文（研究）に早い時期から取り組む

ことができた

夏の暑い時期に就職活動を行わなくて済んだ

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など

課外活動に取り組む機会を充実することができた

企業研究や就職先の選択のための時間が十分確保できなかった

面接などの選考活動を早期に開始する企業があり混乱した

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止する観点から行わ

れた緊急事態宣言等の影響により、見込んでいた時期よりも就

職・採用活動の実施時期を遅くする企業があり混乱した

いずれもn=5,807
そう思う どちらかといえばそう思う
どちらでもない どちらかといえばそう思わない
そう思わない

就職・採用活動時期に関する認識 就職・採用活動時期（就活ルール）に関する認識
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 業界や企業に関する分析を開始した時期は、就職・採用活動時期を後ろ倒しした2015年度以降、全体的に早期
化の傾向。

 企業説明会等への参加時期は、これまでと比べ、2月以前の割合が上昇し、更に早期化。

業界や企業の分析、説明会やセミナーへの参加時期
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企業説明会やセミナー等への参加時期業界や企業に関する分析を開始した時期
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 最初に面接を受けた時期は、これまでと比べ、2月以前の割合が上昇し、更に早期化。累計でみると、4月までに約9
割の学生が面接。

 採用面接のピーク時期は、これまでと比べ、 3月以前の割合が上昇した一方、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、4・5月の割合は低下。 その結果、累積でみると、3月以前は早期化傾向が見られたが、4月以降はテンポが鈍
化。

採用面接の実施時期
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最初に面接を受けた時期 採用面接のピーク時期

約9割が4月までに
最初の面接

更に早期化

3月以前の割合が上昇２月以前の割合が上昇

4・5月の割合が低下
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 内々定を受けた時期は、3月以前の割合が上昇した一方、新型コロナウイルス感染症の影響により、4・5月の割合
が低下し、6月がピークに。

 その結果、累計でみると、3月以前は早期化傾向が見られたが、4月以降はテンポが鈍化。 6月までに9割以上の学
生に内々定。

内々定を受けた時期

内々定を受けた時期

月別のピーク時期が徐々に前
倒しになる傾向

約9割の学生が6月まで
に内々定を得ている
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 2020年度の就職活動に要する期間は、新型コロナウイルス感染症の影響により、一部の面接や内々定の時期が後
ろ倒しされたことに伴い、長期化傾向。

 学業への専念については、新型コロナウイルス感染症の影響により、「卒業・修了前年度の3～5月」に学修時間を確
保できたとする割合が上昇する一方、「卒業・修了前年度の7月」は低下。

就職活動に要する期間、学修時間の確保

就職活動の始まりから終わりまでの期間 就職活動と学修時間の確保
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23.５％

「4か月程度」以内の割合：34.1％
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 多くの企業又はある程度の企業で、
・ 説明会や面接等の日程に関して、授業や試験等の妨げにならないよう配慮がなされていたと感じた学生の割合は
約7割。

・ 留学経験者向けのスケジュールや情報を示すなど、留学により不利にならないよう配慮がなされていたと感じた学生
の割合は約4割。

企業による学業等や留学経験者への配慮
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企業による学生の学業等への配慮 企業による留学経験者の配慮
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 インターンシップに参加した学生が約8割と、2015年度以降で最も高い水準。
 「2日以上のインターンシップに参加して感じた効果」について、「仕事の内容を具体的に知ることができた」との回答
割合が約6割。

 「半日又は1日間」のインターンシップが、「就業体験等を伴うものではなかった」と回答した割合は約6割。
 インターンシップが採用のための実質的な選考行為を含んでいた割合は約3割。

インターンシップへの参加状況等

インターンシップ参加経験の有無
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66.5%

60.2%

参加したインターンシップの就業体験等との関係性
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インターンシップにおける実質的な選考実施の有無

インターンシップ参加の効果
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【半日間又は1日間（n=4,141）】
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 新型コロナウイルス感染症の影響で、企業説明会が中止となる経験をした学生は約７割、面接が中止となる経験を
した学生は約２割。

 学生の就職活動の課題として、「企業説明会が延期・中止になる等、移動や対面での接点がなくなり、企業や仕事
などの情報収集が十分にできなかった」との回答が約６割、次いで「移動で公共交通機関を使うことに関し不安が大
きかった」との回答が約５割。

新型コロナウイルスの影響等

参加予定の企業説明会等が中止になった企業数の割合 新型コロナウイルス感染症による課題

8

33.5 46.1 13.9 
4.4 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査
全体

(n=5,440)

0社 1～9社 10～19社 20～29社 30社以上

66.5%

80.8 18.3 0.8 
0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査
全体(n=5,807)

0社 1～9社 10～19社 20社以上

参加予定の面接が中止になった企業数の割合

57.7 

40.9 

41.9 

43.7 

49.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

企業説明会が延期・中止になる等、移動や対面での接点が
なくなり、企業や仕事などの情報収集が十分にできなかっ

た

応募している企業の採用活動が再開するのか
中止になるのかわからず、不安が大きかった

通信回線が不安定で、企業説明会や面接の途中で
音声・映像が途切れるなどしたことがあった

予定の変更・中止等が頻繁にあり、
スケジュール管理が難しかった

移動で公共交通機関を使うことに関し不安が大きかった

【今年度調査（n=5,807）】複数回答

19.2%
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